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 PF の高輝度真空紫外軟 X 線ビームライン BL-13A は、2009 年に建設され、

2010 年 1 月から共同利用に公開された

[1,2]。その後、共同利用と並行して調整

を行ない、迷光の除去[3]、光エネルギ

ー分解能と光量の改善を行なったので

報告する。 

ユーザー利用開始時点の BL13A で

は、分解能を高めるためには放射光取

込角を制限する必要があり、その場合、

光量が設計値より 1 桁程度小さくなると

いう問題があった。調査した結果、分光

光の焦点位置が出射スリットより上流

側に数十 cm ずれていることが原因と

わかった。そこで、図１に示すように新

出射スリットを旧出射スリットの約 600 

mm 上流側に設置して調整した結果、

スリット幅 30μm、取込角水平 0.27 

mrad、垂直 0.4 mrad というほぼ設計値

の条件で設計値に近い分解能（図２）と

設計値の 1/3 程度の光量が得られた

（図３）。 
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図 1 旧出射スリット（右）と

新出射スリット（左）。 

 

図２．分解能の設計値と実測値。 

 

図３．光量の設計値（－）と実測値（×）。 


